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令和10年度入学者選抜一般選抜（前期日程及び後期日程）に係る変更（予告） 

令和８年３月３１日 

富山大学 

 富山大学では、令和10年度（令和９年度実施）一般選抜（前期日程及び後期日程）から、大学入学共

通テストの段階表示を活用した合否判定を行います。 

なお、現時点において決定している変更内容のみを掲載しています。今後、追加の変更を行う場合は、

改めて本学ウェブサイト等でお知らせします。なお、配点その他の詳細については、令和10年度入学者

選抜要項（令和９年７月公表予定）において公表します。 

１ 活用方法 

 一般選抜（前期日程及び後期日程）において、大学入学共通テストの段階表示を活用した合否判定を

行い、『英語』（リーディング）の試験成績が３段階以上を合格の前提とします。 

 ただし、大学入学共通テスト「外国語」において、『ドイツ語』『フランス語』『中国語』『韓国語』を

選択した場合は、段階表示を活用した合否判定は行いません。 

なお、大学入学共通テストを課す総合型選抜及び学校推薦型選抜においては、段階表示を活用した合

否判定は行いません。 

２ 大学入学共通テストの段階表示について 

 大学入学共通テストの段階表示は、各大学の入学者受入れ方針に応じた、受験者の多様な評価（方

法）に活用できるよう、「科目別得点」に加えて全体における各受験者の位置づけを示したもので

す。「スタナイン（Stanine）」（注）という方式を用いて、「科目別得点」を９段階に換算し、試験成

績が１から９の９段階として表示されます。 

この科目別得点等における段階表示の換算表は、大学入学共通テスト試験実施後に大学入試セン

ターのホームページで発表されます。

（注）「スタナイン（Stanine）」とは、分位点による区分法の一つであり、受験者を得点順におお

よそ4、7、12、17、20、17、12、7、4％の群に分割し、科目別得点を得点の低い方から順に1か

ら9の9段階に換算する方式です。以下は、上位からのパーセンテージと段階別評価をグラフ化

したものです。 
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赤枠が富山大学一般選抜「英語（リーディング）」において合格の前提と
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３ 変更の趣旨・目的 

  

 日本の大学にとって、グローバル化への対応は喫緊の課題です。富山大学では、学士課程の教育

目標である「グローバルな知識基盤社会に貢献できる人材の育成」に力を入れてきました。今後、

さらにこの取り組みを強化するため、本学では最低限の英語能力と学ぶ意欲を持つ方の入学を期待

しています。 

 そこで、入学後の外国語教育や専門教育を学ぶために必要な英語力を入学者選抜時に確認するた

め、一般選抜の大学入学共通テスト「外国語」の『英語』（リーディング）を対象に、合否判定にお

いて、大学入学共通テストの段階表示を活用します。これにより、より一層、学生が国際的な学び

や実践的な経験を積むことができる教育環境を整え、国際社会で活躍できる人材育成の推進をして

いきます。 

 

 



大学入学共通テストの段階表示の確認方法について 

 

富山大学  

 

 大学入学共通テストの科目ごとの点数に応じた段階表示は、テスト終了後概ね１週間以内に独

立行政法人大学入試センターの公式ウェブサイト（https://www.dnc.ac.jp/）において、新着情

報に掲載されます。 

 
  
富山大学の一般選抜においては、英語（リーディング）の段階を使用して、合格の前提となる

か判断しますので、自己採点結果に基づき３段階以上であることを確認してください。点数範囲

は年によって異なりますので、受験した年の段階表示換算表で確認してください。 

 例：令和８年度大学入学共通テスト 段階表示換算表（抜粋） 
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